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Cefclidinの 臨床的検 討

礒沼 弘,日 比谷一郎,江 部 司,森 健,渡 辺一功,池 本秀雄
順天堂大学医学部 内科 感染症*

呼 吸器感染 症6例 にcefclidinを 投 与 し,そ の臨床 効 果お よび副作 用 につ いて検討 した。 そ の

結果,著 効1例,有 効4例,や や 有効1例 の臨 床成 績 を得 た。 臨床検査 値 異常 と しては,好 酸

球増 多が1例,ま た,副 作用 と して は発疹 を1例 に認め た。

Keyword8:Cefclidin,緑 膿 菌感 染症

今 回我々は,新 しい注射 用 セフ ァ ロスポ リン剤 であ

るcefclidin(CFCL>を 呼吸 器感 染 症6例 に使 用 す る機

会を得たので,そ の臨床成 績 副作 用 な どに つ いて報

告す る。

対象は順 天堂大学 医学部 内科 に入 院 した6例 の 呼吸

器感染症症例 であ る。年齢分 布 は53歳 よ り82歳 で,平

均年齢は61歳,男 女 比 は4対2で あ る。 対象疾 患 の内

訳はTable1に 示 す ご とくで,慢 性気 管支 炎2例,気 管

支拡張症1例,ぴ 漫性汎 細気 管支炎(DPB)1例,肺 炎

1例,肺 膿瘍1例 であ る。

本剤投与前 にβ-ラ クタ ム剤 に対す る薬剤 ア レル ギ

一既 往歴 を慎 重 に問診 し,皮 内テ ス トを施 行 したの ち

に本 剤 を投与 したが,皮 内テ ス トが 陽性 のた め本剤 の

投与 を中止 した症 例 はなか った。

投 与方 法 は生 理 食塩 水100mlに 溶解 し,1時 間 の点

滴静 注 で行 った。投 与量 は全例 と も1回1.Ogを1日2

回投 与 で,投 与期 間 は8～14日(平 均10.5日),総 投 与

量 は15～28g(平 均20.8g)で あ った。

臨床効 果 の判定 は,自 ・他 覚症 状 の他 に 白血球数

CRP,赤 沈値,胸 部X線 所見 な どの諸検 査成 績 と起炎 菌

の推 移,喀 疲 量,喀 疲 の性状 な どを参 考 に して総合 的

に判 断 し,著 効(excellent),有 効(good),や や有 効

Table 1. Clinical results of cefclidin
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Table 2. Laboratory data before and after cefclidin treatment

(fair),お よび無効(poor)と した。

臨床成 績 はTable1に 示す ご と くで,著 効1例,有 効

4例,や や有効1例 であ った。

症例2は,喀 痰 中の緑膿 菌 は消失 したが,投 与後 も

発 熱は持 続 した。 炎症所 見 は改 善傾 向 を示 したが各種

抗生 剤投 与 にて も発 熱 は持 続 し,原 疾 患 に よるmalig-

nantfeverの 可能 性 もあ る と考 えや や有効 と判定 した。

そ の他 の5例 はいず れ も有効 以上 の成 績 であ った。

細 菌学 的検 索 は4例 に本剤投 与 前に喀痰 培養 を行 い,

その全 例 に緑 膿菌 が分離 され た。症例1で は不 変 であ

ったが,症 例2で は消失 し,症 例4で は減 少 した。 ま

た症 例3で はKlebsiella pneumoniae, Enterobacter

cloacaeに 菌 交代 した。

本剤 投 与に よる と思 われ る副作 用 は,症 例5で の発

疹 の みで あ り,薬 剤 中止 に よ り消失 を見 た。

臨床検 査値 はTable2に 示 す ご と くであ り,や は り

症例5で 軽 度好 酸球 増 多を認め た。

CFCLは エー ザ イ,式 会社 で開発 され た新 しい 注射

用 セ ファ ロス ポ リン剤 で,グ ラム 陽性お よび陰性菌に

対 して広 範 囲 な抗菌 スペ ク トル を有 し,強 力 な抗緑膿

菌活 性 を特 徴 とす る1,2)。

今 回の我 々の検討 では,喀 痰 を検 索 し得 た4例 すべ

てか ら緑 膿菌 が分 離 され てお り,CFCL投 与以前に各

種抗 生剤 に対 して耐 性 で あった症例 が多 い。症例数は

少 ないが,こ の4例 中3例 は有 効以上 であ り,優 れた

成績 で あ った。CFCLは,現 在 問題 とな っている多剤

耐 性緑膿菌 に対 して も有 用 な薬 剤 の1つ と考え られた。
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We evaluated the clinical efficacy and safety of cefclidin (CFCL) in 6 patients with pulmonary

infections. The overall clinical efficacy was 5/6. Eruption in one case and slight increase i n eosino-

philia in another were observed.


